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総務省国立研究開発法人審議会（第７回） 

 

１ 日時 平成２９年１２月２０日（水）１０：００～１１：００ 

 

２ 場所 総務省 第３特別会議室（１１階） 

 

３ 出席者 

（１）委員（敬称略） 

   尾家 祐二(会長)、梅比良 正弘（会長代理）、大場 みち子、知野 恵子 

藤井 良一、水野 秀樹（以上６名） 

（２）専門委員（敬称略） 

   入澤 雄太、生越 由美、小塚 荘一郎、末松 憲治、藤野 義之、藤本 正代 

   村瀬 淳、矢入 郁子、山崎 克之（以上９名） 

（４）総務省 

今林国際戦略局長、椿国際戦略局参事官、布施田技術政策課長 

中越技術政策課企画官、石原技術政策課課長補佐 

翁長宇宙通信政策課長、中谷宇宙通信政策課衛星開発推進官 

 

４ 議 題 

（１）国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構の第４期中長期目標策定の流れについて 

（２）国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構の第４期中長期目標（案）等について 

（３）その他 
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開  会 

 

【尾家会長】  おはようございます。それでは、ただいまから第７回総務省国立研究開

発法人審議会を開催させていただきます。 

 本日はご多忙中のところご参集いただきまして、誠にありがとうございます。 

 初めに本日の会議の定足数の関係でございますが、委員６名全員ご出席いただいており

ます。したがいまして、定足数を満たしておりますことをご報告させていただきます。 

 また、本日は情報通信研究機構部会、宇宙航空開発研究機構部会所属の専門委員の方々

にもご出席いただいております。ありがとうございます。 

 それでは、まず、事務局から配付資料の確認、報告事項についてご説明をよろしくお願

いいたします。 

【中越企画官】  それでは事務局より初めに配付資料の確認をさせていただきます。皆

様お手元にクリップどめの資料の束があるかと思いますけれども、クリップを外していた

だきまして一番上に座席表があるかと思います。それをよけていただきますと、議事次第

がございまして、裏をめくっていただきますと、本日の配付資料一覧がございます。こち

らの配付資料の順に資料が束ねられておりますので、各資料番号を付してございますので、

過不足等ございましたら事務局までお申しつけいただければと思います。 

 なお、参考資料につきましては、お手元のタブレット端末のほうに保存してございます。

傍聴の方には参考資料はお配りしておりません。資料の７－１から７－５までのみ配付し

てございます。参考資料につきましては、インターネットで公表されている資料でござい

ますので、こちらのほうの配付は省略させていただいております。また、報告事項でござ

いますけれども、前回の議事概要につきましては、既に皆様にご確認いただいております

ので、本日は省略いたしております。以上でございます。 

 

議  題 

 

（１） 国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構の第４期中長期目標策定の流れについて 

 

【尾家会長】  それでは、お手元の議事次第にしたがいまして、議事を進めてまいりた

いと思います。本日の議題は２件用意させていただいております。 
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 まず、第１の議題に関しまして事務局より説明をお願いいたします。 

【中谷推進官】  事務局から資料７－１に基づきましてご説明をさせていただきます。 

 上半分が目標策定の流れでございます。下半分で目標に添付すべき資料をご説明させて

いただきます。 

 まず、上半分でございますけれども、左側にございますように、これまで２回の部会に

おきまして中長期目標の原案についてご審議をいただいてきたところでございます。本日

の審議会では今までにいただきましたご意見及びその対応状況を含めまして中長期目標案

の原案に対するご意見をいただきたいと思っております。 

 これを踏まえまして中長期目標の案を策定した後、主務大臣といたしましては、４府省

として協議をいたしまして、取りまとめた結果を中長期目標案として独法評価制度委員会

に提示をいたします。これに基づきまして、この委員会から意見を受け取りまして最終的

に中長期目標の決定となります。 

 決定した後、主務大臣からＪＡＸＡに２月末までに指示をするというスケジュールでご

ざいます。その後、ＪＡＸＡからはこの目標に沿いまして計画の認可申請がございますの

で、３月末までに主務大臣として計画を認可するというスケジュールでございます。 

 下半分でございますけれども、中長期目標に添付すべき資料として整理をしております。

１つ目が政策体系図でございます。こちらは国の政策体系において法人の業務がどのよう

に位置づけられるかを明らかにした資料でございまして、本日の資料７－４－２でお示し

をしているところでございます。 

 加えまして評価軸といたしましては、研究開発の事務及び事業を評価するに際しての重

要な視点であり、それぞれの目標に応じて設定した評価軸を基本として評価するものでご

ざいます。こちらは資料７－４－３に示しております。この評価軸の中で２つの指標を設

けております。評価指標とモニタリング指標でございます。 

 ①評価指標は、評価・評定の基準として取り扱う指標でございます。②モニタリング指

標は正確な事実を把握し、適正・厳正な評価に資するために必要な指標でございます。 

 下に矢印で書いてございますけれども、さらにこの①②を細分化して指標を設けており

ます。読み上げさせていただきますと、独法制度評価委員会から研究開発の成果が当初企

図したものとは異なるものであったとしても、その成果に加え目標達成のために行った取

組や工夫についても評価することができるよう研究開発の進捗管理の実施状況等を評価

軸・指標等として設定し、研究開発の過程で得られた成果も含めて適切に評価することを
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検討してはどうかということが、独法制度評価委員会から意見として頂戴しておりますの

で、これを受けまして①評価指標、②モニタリング指標それぞれにつきまして、成果指標

とマネジメント指標というものを設定しております。こちらの中身につきましては、後ほ

どの議題の中でご説明をさせていただきます。流れ等につきまして事務局から説明は以上

でございます。 

【尾家会長】  ありがとうございます。ただいまの説明につきまして何かご質問、ご意

見などございますでしょうか。 

 よろしいでしょうか。それでは、本件に関しましては皆さんご理解いただいたというこ

とで、ありがとうございます。 

 

（２）国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構の第４期中長期目標（案）等について 

 

【尾家会長】それでは、続きまして議題２につきまして事務局よりご説明をお願いいたし

ます。 

【中谷推進官】  それでは資料７－２以降でご説明をさせていただきます。まず、資料

７－２をご覧いただければと思います。こちらが次期の中長期目標案の概要でございます。

概要についてまずご説明をさせていただきます。 

 まず、右上にございますように次期の中長期目標期間としては７年というところが一番

大きな変更点ございます。左側にＪＡＸＡを取り巻く環境の変化とＪＡＸＡの取組方針を

記載しております。環境の変化につきましては、４点挙げております。 

 １つ目が宇宙空間の安全保障上の重要性増大ということで、宇宙空間・宇宙システムは

安全保障の基盤として不可欠であると。その一方で宇宙空間の混雑化ですとか、宇宙デブ

リ等の脅威、リスクが高まっております。さらには防災・減災にかかる取組の必要性、及

び地球規模課題ですとかＳＤＧｓの国際共通的な課題への対応の必要性という環境の変化

がございます。 

 ２つ目でございますけれども、宇宙産業拡大への期待の高まり、国際競争激化というこ

とで民間事業者主体の宇宙活動のための環境が整備されてきているということ、及びそれ

に伴う活動の活発化という環境の変化がございます。また、国内外の需要に応えた新市場

の開拓の必要性、さらには研究開発成果の橋渡しや社会実装に対する期待が高まっており

ます。 
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 ３点目といたしましては、宇宙科学・探査分野における世界最高水準の成果創出及び国

際的プレゼンス維持、向上の必要性が増大しております。これは新興国の台頭による我が

国の存在感ですとか、技術的優位性の不安定化及び国際的探査活動の活性化を踏まえた戦

略的な我が国の役割確保の必要性がございます。 

 ４点目でございます。こちらは総務大臣の所管外ではございますけれども、航空産業発

展への貢献の必要性が増大していると。以上４点をＪＡＸＡを取り巻く環境の変化として

取りまとめております。 

 これを踏まえまして、ＪＡＸＡの取組方針としては、これに沿う形で４つの方針を定め

ております。 

 １つ目が安全保障の確保及び安全・安心な社会の実現。２点目が宇宙利用拡大と産業振

興。３点目が宇宙科学・探査分野における世界最高水準の成果創出、及び国際的プレゼン

スの維持・向上。４点目が航空産業の振興、国際競争力強化でございます。 

 この取組方針に沿う形でローマ数字Ⅲポツ、真ん中の列でございますけれども、宇宙航

空政策の目標達成に向けた具体的取組を示しております。３.１から３.１１が具体的な宇

宙関係のプロジェクトの実施で、４.１、４.２が分野横断的な研究開発という区分けにな

っております。 

 まず３.１衛星測位でございますけれども、我が国の測位システムの高度化及び高精度

測位情報配信サービスを実現する。３.２衛星リモートセンシングは防災・災害対策や気

候変動対策における判断指標としての衛星データの定着、普及。衛星データの利便性向上

による衛星データの利用促進を挙げております。 

 ３.３衛星通信でございますけれども、民間事業者による２０２０年代の国際商業通信

衛星市場での現在より高いシェアの獲得。大容量のデータ伝送実現を目指すとしておりま

す。 

 ３.４宇宙輸送システムでございます。我が国の自律的な宇宙輸送能力の切れ目ない保

持でございます。 

 ３.５宇宙状況把握、関係政府機関が一体となったＳＳＡ運用体制の構築への貢献とし

ております。 

 ３.６海洋状況把握・早期警戒機能等については、関係機関との連携による安全保障へ

の貢献を上げております。 

 ３.７宇宙システム全体の機能保証としては、宇宙システム全体の機能保証への貢献と
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しております。 

 ３.８宇宙科学・探査につきましては、新たな宇宙開発利用の開拓、世界最高水準の科

学的成果の創出としております。 

 ３.９国際宇宙ステーションにつきましては、２０２０年までに「きぼう」が研究開発

基盤として産学官で幅広く利用される姿を実現し、ＩＳＳを活用したイノベーション創出、

産業振興、宇宙利用拡大としております。 

 ３.１０国際有人宇宙探査でございますけれども、地球低軌道より遠方の深宇宙におけ

る我が国の主導権、発言権の強化としております。 

 ３.１１人工衛星等の開発・運用を支える基盤技術といたしましては、人工衛星の安定

的運用や開発を支える基盤技術を通じた我が国の宇宙政策の目標達成としております。 

 ここまでが宇宙関係のプロジェクトの実施に関する目標でございまして、次から横断的

な研究開発でございます。 

 ４.１民間事業者との協業等の宇宙利用拡大及び産業振興に資する取組として、民間事

業者を主体とする新たな事業創出等による宇宙利用拡大や技術革新、宇宙産業を担う人材

の育成への貢献としております。 

 ４．２新たな価値を実現する宇宙産業基盤、科学技術基盤の維持強化としては、社会を

先導する挑戦的な研究開発の推進を通じた新事業領域開拓及び非連続な技術革新、宇宙産

業、科学技術基盤の維持、発展しております。 

 ５番として、航空科学技術についても記載しておりますが、ここでは省略をさせていた

だきます。 

 ローマ数字のⅣポツでございますけれども、このような目標を支えるための重要事項と

して定めております。 

 １.１が国際協力・海外展開の推進及び調査分析といたしまして、各国のニーズを踏ま

えた宇宙利用拡大、社会基盤としての宇宙インフラの定着及び国内外の動向調査、分析機

能の強化、政府等への積極的情報提供・提言としております。 

 １.２国民の理解増進と次世代を担う人材育成への貢献として、丁寧でわかりやすい情

報発信による国民への説明と理解増進、宇宙航空分野に興味、関心を抱く機会提供や成

果・知見の教育への活用としております。 

 １.３プロジェクトマネジメント及び安全信頼性の確保としては、事業全体におけるリ

スク軽減による確実なミッション達成としております。 
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 １.４情報システムの活用と情報セキュリティの確保としては、重大な情報セキュリテ

ィインシデント発生防止、セキュリティ対策強化としております。 

 １.５施設及び設備に関する事項としては、中長期的な更新、整備、維持運用としてお

ります。 

 ２ポツ、情報収集衛星に係る政府からの受託については、必要な体制の確立及び着実な

実施としております。 

 ３.１内部統制としては、理事長のリーダーシップのもとでの内部統制システムの構築

運用。 

 ３.２人事に関する事項としては、民間事業者等との相互人事交流、将来につながる組

織内の積極的人材育成としております。 

 ローマ数字Ⅴポツ、業務運営の改善・効率化に関する事項としては、社会情勢の変化等

を踏まえた柔軟かつ効率的な組織体制の整備、業務・経費の合理化、適正な給与水準の維

持や検証結果・取組状況の公表。 

 最後、Ⅵポツでございますけども、財務内容の改善に関する事項としては、独法会計基

準等を踏まえた適切な財務内容の実現や情報公開、外部資金の獲得に向けた積極的な取組

による自己収入の増加促進、これらを目標として掲げております。 

 続きまして資料７－３をご覧いただければと思います。 

 これまで２回のＪＡＸＡ部会及びメールでのご意見を受けまして、こちらにはいただき

ましたご意見とそれに対する目標への反映状況について整理をしております。 

 大きく１６個の意見をいただきまして、おおむね対応させていただいているところでご

ざいます。 

 具体的な対応につきましては、次の資料以降でご説明をさせていただきますので、意見

のみこちらではご紹介をさせていただきます。 

 まず、①番でございますけれども、宇宙空間の安全保障と国の外交・安全保障について

混在してわかりにくいというご意見でございます。 

 ②番、宇宙科学・探査に関する記述が乏しいと。国際的プレゼンスに重きが置かれすぎ

ているというご意見でございます。 

 ③番、衛星リモートセンシングによる災害時における対応にも言及すべきというご意見

でございます。 

 ④番目が環境の変化に対する柔軟な対応を明記してはどうかというご意見でございます。 
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 ⑤番が７年間という期間を見据えると宇宙資源探査や、軌道上活動についても言及すべ

きというご意見でございます。 

 ⑥番でございます。衛星測位において次期衛星測位システムに関する取組について言及

が乏しいというご意見でございます。 

 ⑦番目、衛星通信におきまして、２０２０年により多くのシェアを獲得するという文章

の主語が不明確であるというご意見でございます。 

 ⑧番目が宇宙輸送システムにおいて、コスト削減関する数値目標、指標への反映をすべ

きではないかというご意見でございます。 

 ⑨番目が国際宇宙ステーションにおいて、研究開発基盤として産学官で幅広く利用され

る姿の具体像を明確にしていただきたいというご意見でございます。 

 ⑩番目が再使用型宇宙輸送システム技術が社会を先導するという理由が不明確であると

いうご意見でございます。 

 ⑪番目が国民の理解増進と次世代を担う人材育成への貢献において国民の理解を得るこ

とが不可欠という視点が重要ではないかというご意見でございます。 

 ⑫番目が施設・設備に関する事項において、老朽化という課題に対し中長期的な更新計

画の立案が必要というご意見でございます。 

 ⑬番目は人事において、能力ある女性の登用についても言及してはどうかというご意見

でございます。 

 ⑭番目がＪＡＸＡの保有する資産や価値を利用したビジネス化による資金獲得も検討す

る必要があるのではないかというご意見でございます。 

 ⑮番目がＪＡＸＡ内で共通的に利用する情報システム、ＪＡＸＡが保有するデータ等を

外部と共有するための情報システムについて情報セキュリティ対策の指標が必要ではない

かというご意見でございます。 

 ⑯番目が外部資金等の獲得に関する指標で件数や金額を成果指標とすべきではないかと

いうご意見でございます。 

 これらの反映状況を以下の資料でご説明をさせていただきたいと思います。 

 資料７－４－１中長期目標の案の全文をご覧いただければと思います。対応させていた

だきました部分に黄色でマーカーを引いておりますので、その部分をご説明をさせていた

だきます。 

 まず、５ページ目に飛んでいただければと思います。こちらでは安全保障と宇宙の安定
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的利用の関係を整理しております。１パラ目でございますけれども、我が国の安全保障環

境が一層厳しさを増している中、安全保障能力を強化していくためにも宇宙を効果的に活

用していくことが必要とされているとしております。４行目でございますけれども、宇宙

空間の安定的利用を妨げる脅威・リスクが深刻化していると。次の行の、このためとして、

宇宙基本計画では宇宙空間の安定的利用の確保、宇宙を活用した我が国の安全保障機能の

強化等を政策目標として掲げ、工程表において示しているという形で整理をしております。 

 続きまして９ページ目に飛んでいただければと思います。 

 こちらは（１）の安全保障の欄で災害対策ということを明記をさせていただいておりま

す。 

 １０ページ目でございます。こちらは国際的プレゼンスに重きが置かれすぎているので

はないかというご意見を踏まえまして、世界最高水準の成果創出ということをタイトルに

も挙げ、本文にも記載をしているところでございます。 

 続きまして、１１ページ目でございます。こちらは７年間という中長期目標の期間を踏

まえた記載をしております。なおといたしまして、個々のプロジェクトの実施に当たって

は将来の安全保障、産業動向、科学技術、国際情勢等の環境変化を踏まえ柔軟に対応して

いくものとすると記載をしております。 

 ３.１の衛星測位の下から３行目でございますけれども、次期の話については、我が国

測位システムの高度化法、高精度測位配信サービスの実現、抗たん性強化等を念頭に研究

開発を行うということで記載をしております。 

 １２ページ目でございます。マーカーを引いているところでございますけども、防災、

災害対策については、利用ニーズに対応して、一層貢献をしていくというふうに対応させ

ていただいております。 

 １３ページ目に行っていただければと思います。２０２０年代におけるシェア獲得の主

語が不明確ということでしたので、この目標としては、シェアを獲得することに貢献する

というふうにさせていただいております。 

 １５ページ目にいっていただければと思います。こちらも国際的プレゼンスだけではな

くて、世界最高水準の成果創出ということを明記しております。 

 １６ページ目でございます。こちらは大学や民間事業者等々とのより一層の連携強化を

通じて「きぼう」が幅広く利用されるという姿を明示しているところでございます。 

 １８ページ目にいっていただければと思います。こちらも国際的プレゼンスに並べて世
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界最高水準の科学的成果創出というのを掲げるとともに再使用型宇宙輸送システム技術と

いうのは不明確というご指摘を踏まえまして、低コストで高頻度な宇宙輸送を可能とする

技術と付記をしているところでございます。 

 ２０ページ目にいっていただければ思います。こちらは宇宙資源探査や軌道上サービス

ということを明記してはどうかというご意見を踏まえまして、こちらに記載をさせていた

だいているところでございます。 

 ２１ページ目でございます。こちらは国民についての記載でございますけれども、宇宙

航空研究開発の事業の推進にはユーザーであり出資者である国民の理解を得ることが不可

欠であると追記をしております。 

 ２２ページ目に行っていただいければと思います。施設、設備については、中長期的な

更新、整備、維持運用計画の立案及び実施の必要性があるということで、こちらにこのよ

うに記載をさせていただいております。 

 ２３ページ目でございます。人事に関しましては女性を含む多様な人材の活躍推進に貢

献するというふうに修正をさせていただいております。 

 最後２４ページ目でございますけれども、ＪＡＸＡの保有するさまざまな宇宙航空技術

に関する知見の提供等により外部資金の獲得ということで追記をさせていただいていると

ころでございます。 

 説明が長くなり恐縮でございますが、この中長期目標に添付する資料についてご説明を

させていただきたいと思います。資料７－４－２の横紙をご覧いただけれだと思います。

政策体系図でございます。こちらは左側にまず宇宙基本法がございます。これに基づく閣

議決定として宇宙基本計画がございます。右側には科学技術基本法がございます。これに

基づく閣議決定として科学技術基本計画がございます。 

 これに沿う形で文部科学省の方針が航空分野について定められているところでございま

す。これらと、ＪＡＸＡ法と取り巻く環境を踏まえて先ほど冒頭概要でご説明しました４

つの取組方針というの導出しているというのが、こちら政策体系図でございます。 

 もう一つ別添資料がございまして、資料７－４－３でございます。評価軸等についても

定めているというところでございます。 

 こちらの評価軸は先にご説明をいたしました４つの取組方針に沿って整理をさせていた

だいております。 

 まず、１つ目の評価軸としては、安全保障関係でございますけれども、この取組の立案、
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検討マネジメント、成果という評価軸に対しまして、右に示します評価指標、モニタリン

グ指標を規定しております。 

 まず評価指標といたしまして、成果指標としては、取組の成果、マネジメント指標とい

たしましては事前検討、マネジメント、外部との連携・協力の状況を挙げております。 

 モニタリング指標のうち成果指標につきましては国際的ベンチマークに照らした成果、

マネジメント等指標につきましては、外部との連携協力、外部資金等の獲得、活用として

おります。２つ目の評価軸でございますが、宇宙利用拡大と産業振興につきましては、新

事業創出ですとか国際競争力強化に貢献するための立案・検討・マネジメントの成果とい

うことにつきまして、右側の評価指標といたしましては、そのうち成果指標につきまして

は、こちらご意見を踏まえまして品質、コスト、スケジュール等を考慮した取組を含む成

果を成果指標としております。 

 マネジメントにつきましては、事前検討マネジメントの状況、連携協力の状況でござい

ます。 

 モニタリング指標につきましては、成果指標の国際的ベンチマークに加えまして、宇宙

実証機会の提供数、研究開発成果の社会還元・展開の状況、新事業創出数、外部へのデー

タ提供数を挙げております。 

 マネジメント等指標については、さきと同様でございます。 

 ３つ目の評価軸といたしましては、宇宙科学・探査分野における世界最高水準の成果創

出、及び国際的プレゼンスの維持・向上の立案・検討・マネジメントや成果が生まれてい

るかということに対しまして、右側の評価指標といたしましては、成果指標は取組の成果、

マネジメントは事前検討、マネジメントということに加えまして、大学・海外機関等々の

外部との連携協力の状況を挙げております。 

 モニタリング指標といたしましては、成果指標として国際的ベンチマークに加えまして

人材育成のための制度整備、運用の成果を挙げております。 

 最後３ページでございますけども、マネジメント等指標につきましては、外部との連

携・協力数に加えまして人材育成、論文数を追加的に挙げております。 

 ５ポツについては、省略をさせていただきます。 

 資料７－５でございます。こちらは中長期目標に添付することが義務づけられているも

のではございませんけれども、来年度以降、本審議会で評価をしていただくに当たりまし

て、視点と関連する指標を整理させていただいているところでございます。 
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 こちらはご意見を踏まえた反映状況だけご説明をさせていただきたいと思います。１ペ

ージ目の右下にございますけれども、情報システムに関しましては、情報セキュリティ対

策の状況についても指標として追加すべきではないかというご意見を踏まえまして対応さ

せていただいております。 

 最後３ページ目に飛んでいただきまして自己収入に関する件数等について指標化しては

どうかというご意見につきましては、ローマ数字Ⅵポツの財務内容の改善に関する事項と

いたしまして、自己収入の増加を促進する取組の状況ということで関連する指標として掲

げているところでございます。 

 説明は雑駁でございますが、以上でございます。 

【尾家会長】  ありがとうございます。皆様方からご意見いただいておりまして、それ

に基づいて目標ですとか指標に関しまして改定が検討されたということです。ただいまご

説明いただきましたけれども、皆様方のご意見がきちんと反映されているか、そのあたり

含めましてご質問、ご意見などよろしくお願いします。 

【末松専門委員】  資料の７－２ですけれども、真ん中の３.３の衛星通信のところで、

ほかの資料は修正されているんですけれども、最初のマルで民間事業者による２０２０年

代の国際商業衛星通信市場での現状より高いシェアの獲得でなく、多分、高いシェア獲得

への貢献というふうな形でご修正いただいたほうが、合うのではないかと思います。 

【中谷推進官】  ご指摘ありがとうございます。そのように修正をさせていただきたい

と思います。今ご指摘のございましたのは本文の１３ページ目のところでマーカーを引い

てある変更も、こちらの概要に反映すべきはないかというご意見でございまして、そのよ

うに対応させていただきたいと思います。 

【尾家会長】  今のは１３ページの修正案ですと、獲得することに貢献するということ

ですけれども、もうもう一つ踏み込んだ形で書いておくということでしょうか。 

【末松専門委員】  ではなくて、このまとめ資料の７－２のほうで直っていなかったと

いうことです。 

【尾家会長】  ああ、こちらのほうですね。そういうことでね。ありがとうございます。 

 ７－４－１は修正されているけれども、７－２のほうを修正するようにということです

ね。よろしくお願いします。ありがとうございます。 

 そのほか何かご質問、お気づきの点ございますか。お願いします。 

【藤井委員】  建付けの話なんですけれども、今ここで議論をしていますが、一番最初
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の７－１のところから見ると、ＪＡＸＡはいろんな各省庁がコミットされていて、ここも

幾つかの省庁がありますけども、これはほかのところでも同じような議論があって、それ

を取りまとめて最終的に評価のほうにいくというたてつけということでよろしいんでしょ

うか。 

【中谷推進官】  ご質問ありがとうございます。資料７－１にスケジュールを書いてご

ざいますけれども、４府省それぞれで本日のこの審議会に該当するものがございます。そ

こでそれぞれご意見を主務大臣として頂戴をいたします。その後、その４府省の審議会か

らのご意見を踏まえまして、４府省で中長期目標の案を協議で一本化いたしまして、それ

を独法制度評価委員会に提示するという段取りで進めてまいりたいと思っております。 

【藤井委員】  わかりました。 

【尾家会長】  そのほか何かございませんでしょうか。 

【小塚専門委員】  小さなことですが、７－４－１の資料の２１ページです。委員のご

意見を踏まえて直されたところでユーザーであり出資者である国民の理解ということです

が、ご趣旨はわかりますが、国民がＪＡＸＡの出資者と書かれますと、法律家としては少

し気になりまして、実質的な出資者とするか、資金負担者とするかいずれかではないかと

思いますので、適当な表現を選んでいただければと思います。よろしくお願いします。 

【中谷推進官】  はい、ご指摘を踏まえて検討させていただきます。ありがとうござい

ます。 

【尾家会長】  どうも貴重なご意見ありがとうございます。そのほか何かお気づきの点

ですとかご質問ございませんでしょうか。 

【知野委員】  そうしますと、ほかの省庁も審議会を開かれて、この中で変わりそうな

ところはあるのでしょうか。 

【中谷推進官】  あまり推測に基づいて物を申し上げることは適当ではないかもしれま

せんが、当省の審議会と同様に他府省にも部会というものがございます。そこで当省の審

議会のように部会でさまざまなご意見をいただきまして、それを相互に４府省で情報を共

有しながら順々に協議を進めてきておりますので、おおむねこの中長期目標の案の構成と

いうものは変更は及ばないというふうに考えております。 

 万が一そこに大きな変更が及ぶような場合には、また、別途、尾家会長と相談しながら

進めてまいりたいと思っております。 

【尾家会長】  よろしいでしょうか。今回７－２を見ましても、大きな動きとして国際
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宇宙、有人宇宙探索のようなものも盛り込まれて、こういった大きな枠組みでの共通認識

というのはとれているということです。あとは、これを実施していく中での目標設定の表

現ですとか、そういったところに関して多分、今ご意見の調整が行われているのかなとい

うふうに理解しています。そういう理解でよろしいでしょうか。 

【中谷推進官】  はい。 

【尾家会長】  皆様、何かご遠慮なくご感想なり、ご意見を。 

【藤井委員】  何回もすみません。非常に大きなＨ２、Ｈ３のようなロケットから、小

型とかあるわけですが、最近は超小型衛星が世界ではかなり多く使われるようになってき

ていて、日本でもそういう動きがあるんですが、そういうものに対するＪＡＸＡのコミッ

トメントというか貢献とかということはどこかに書いてあるんでしょうか。または、それ

は民間とか大学に基本的には任せるので、ＪＡＸＡのメインのストリームには入れないと

か、そういう考え方があるんでしょうか。 

【翁長課長】  １３ページ目の３.４の宇宙輸送システムの記載がございますけれども、

ご指摘ありましたようにＨ２型ですとか、３型に加えましてちょっと小型化に対応するよ

うな形になるかもしれませんけど、イプシロンロケットの記載もございます。また、これ

らも踏まえて国際競争力を強化して国内外の多様な需要に柔軟かつ効率的に対応していく

ということが記載されておりますので、昨今の低軌道ですとか小型化ですとかそういった

ことにもＪＡＸＡさんにも柔軟に対応していただければと思っております。今週土曜日に

はＪＡＸＡさんのほうで、ＧＣＯＭという衛星とＳＬＡＴＳという衛星を打ち上げますけ

れども、ＳＬＡＴＳという衛星は低軌道の小型衛星の実現を目指した技術実証のための衛

星でございますので、これらの観点にも既に取り組んでおりますので、これからもＪＡＸ

Ａさんも柔軟にそういうものにも対応していくと考えております。 

【尾家会長】  ありがとうございます。 

【藤本専門委員】  以前、資料７－５の情報セキュリティのところでコメントさせてい

ただいて修正をいただきありがとうございます。細かい話ですみませんが、対策の状況と

なっているところは、対策の策定とその実施の状況の両方を包含する表現と理解したので

すが、それでよろしいですか。 

【中谷推進官】  はい、ご指摘のとおりでございます。 

【藤本専門委員】  ありがとうございます。 

【尾家会長】  そのほかございませんでしょか。 
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 先ほど藤井先生からありました超小型衛星は、ＪＡＸＡさんが非常によく対応いただい

ていると思います。そういった活動も何か評価の中に最終的にはうまく入ると思いますけ

ども、入れていただければと思います。私ごとですけれども、本学もことし６機ぐらいか

な、超小型衛星を「きぼう」から放出していただきました。先ほどの「きぼう」の活用に

ついてもありましたけど、多分国際的な協調とかそういったことにも非常に貢献していた

だいているかなと思います。 

 ぜひ、評価いただけたらと思います。何かございませんでしょうか。よろしいですか。

ご満足いただけているということでいいですか。 

 それでは今ご意見を幾つかいただきまして、先ほどの国民の間あたりの若干の修正が必

要かと思います。ただいまいただきましたご意見に基づきまして修正させていただきます

が、まず、独立行政法人通則法第３５条の４第４項に基づく国立研究開発法人宇宙航空研

究開発機構の第４期中長期目標の（案）に関しまして国立研究開発審議会の意見につきま

しては、ただいまの議論を踏まえまして必要な修正をさせていただきたいと存じます。所

要の修正に関しましては会長の私にご一任いただければと存じますけれども、よろしいで

しょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

【尾家会長】  ありがとうございます。それでは、そのように取り運びさせていただき

たいと存じます。 

 

（３）その他 

 

【尾家会長】 その他全体を通しまして何かございますでしょうか。 

【中谷推進官】  本日は意見の取りまとめ大変ありがとうございました。今後は先ほど

資料７－１でご説明をいたしましたように関係４府省で所要の修正を検討した上で、独法

制度評価委員会の意見を聞いた上で、２月中にＪＡＸＡに対して次期の中期目標を提示す

る予定としております。修正後の中長期目標につきましては、委員の皆様に情報提供させ

ていただきますので、よろしくお願いします。 

 それでは、これまでの審議を踏まえまして局長の今林から一言ご挨拶をさせていただき

たいき思います。 

【今林局長】  座ったまま失礼します。今林でございます。遅れまして申しわけありま
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せん。本日はご多忙の年末にもかかわりもせず、このように多数ご参集いただき真剣なご

議論を賜りましてありがとうございました。 

 先ほどご説明を申し上げましたように、ＪＡＸＡの第３期の中期目標期間全体の見込み

評価と業務、組織の見直し、それからまた、次期中期目標案に対するご意見ということで

重ねてずっと負担をお願いしてまいりましたけれども、このように意見を取りまとめいた

だきましてまことにありがとうございました。 

 今日いただきましたご意見を受けまして、関係府省それから総務省の独法評価制度委員

会それから財務省協議、こういったものを経まして来年２月末までに中長期の目標を決定

するという運びとさせていただきたいと思っております。 

 この策定に伴いまして新しいステージに入りますけども、政府全体の宇宙開発利用を技

術で支える中核的実施機関ということで科学技術というのが、成長あるいはイノベーショ

ンの中心を担うわけでございますけれども、こういった先導して新しい価値を創造する組

織ということで変革してまた貢献してもらえるように取り組んでまいりたいと思っており

ます。 

 私ども、科学技術の関係で、ＩＣＴということを中心にやってまいりましたけども、先

生方ご覧のとおり、ＩＣＴといいますと、あらゆる分野に今関わりを持ってまいりまして、

あらゆる分野にまたお世話になるといいますか貢献もできるということで、ＩＣＴそのも

のもだけでなくていろんなところに貢献をしてまいるその方策とかというものを今探ろう

ということで、技術の関係の検討会というものを立ち上げました。そこで私申し上げまし

たのは、私も鉄腕アトム世代でございますが、５０年前にアニメで鉄腕アトムやスーパー

ジェッターで見たものでほとんど実現しているんですけど、空飛ぶ車と宇宙を行き来する

ということがまだなかなかできてないということで、当時の先輩たちがああいう夢を持っ

て着々とこう皆さん方実現してこられたことを見習って私どももさらに夢を持って実現を

させていきたいと、また、世界に貢献してまいりたいと思っています。 

 先生方の引き続きのご指導ご鞭撻をお願いして御礼のご挨拶とさせていただきます。ど

うもありがとうございました。 

【中越企画官】  それでは、事務局から１点、事務連絡でございます。本日の会合を持

ちまして本年度の審議会は全て終了ということになってございます。来年度の審議会に関

する日程につきましては、改めて事務局のほうからご連絡させていただきたいと思ってお

ります。どうぞよろしくお願いいたします。 
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 事務方からは以上でございます。 

【尾家会長】  ありがとうございます。今、局長からも話がありましたように宇宙は非

常に夢が多いところであろうと思っています。大学も大学を開放していろんな方に来てい

ただく中でやっぱり中学生、高校生の方で宇宙に興味持っている方が非常に多いなと思い

ます。本学も実は来年度から宇宙システム工学科という学科をつくります。ぜひこの分野

が成長しますことを期待しております。 

 皆さん方も今年度これで終了ということでございます。皆様方の真摯なご意見に基づき

まして非常によい目標が作成されたというふうに理解しております。皆様のご協力に感謝

をいたしまして、以上をもちまして、第７回総務省国立研究開発法人の審議会を終了させ

ていただきたいと思います。どうもありがとうございました。 

 


